
コンクールへの参加
７０－１ ２００５年数学コンク－ル

８月１４日（日）名古屋大学で実施され、本校から２人の生徒が参加した。５時間以
上の長丁場であったが、真剣に取り組めた。後述するアンケ－トからもわかるが、２人
とも難問に苦労しながらも、充実した時間が過ごせたことがうかがえる。
ア 年日本数学コンク－ル2005
(ｱ) 問題１「白と黒の引っ越し」

参加者 日本数学コンクール会場



(ｲ) 問題２「自然数の三角形」

(ｳ) 問題３「月の追跡」



イ 参加生徒のアンケ－トより抜粋
(ｱ) 問題について
・問題①「白と黒の引っ越し」について・・じゅうぶん楽しんで取り組めた。
・問題③「月の追跡」について・・ポイントは把握できたが、証明についてはじゅ
うぶん出来たかどうかは不安であった。
・日頃扱ったことのない問題ではあったが、楽しく取り組めた。
・一見数学とは関係ないような問題で戸惑った。
(ｲ) コンク－ルを受けて良かったこと
・普段の単調な数学とは違った楽しい数学の時間が過ごせた。
・いろいろな方向から１つの問題に取り組めるようになった。
・日常生活にかなり近いところにある問題であったので、今後もそのような身近な
数学とつきあっていきたい。
・脳のよいリフレッシュになったように感じた。
(ｳ) その他何か考えたこと，思ったこと。
・日常生活の中にも、数学と関連のある現象がいろいろあることを知った。
・多くの生徒にもっと積極的に参加して欲しかった （今年度は２名の参加であっ。
た ）。


